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『
大
学
史
料
室
通
信
』
発
行
へ
の
期
待 

東
京
農
業
大
学
・東
京
農
業
大
学
短
期
大
学
部 

学
長 

 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 
 

大
澤
貫
寿 

 

本
学
図
書
館
の
大
学
史
料
室
に
は
、
本
学
の
歴
史
を
知
る
上
で
貴
重
な

歴
史
的
文
書
や
関
係
書
物
が
数
多
く
遺
さ
れ
て
い
る
。
こ
れ
を
も
と
に
創
立

者
榎
本
武
揚
や
初
代
学
長
横
井
時
敬
に
関
す
る
人
物
像
や
、
本
学
と
の
関

係
を
示
す
書
物
は
、
東
京
農
大
出
版
会
か
ら
出
版
さ
れ
、
多
く
の
教
職
員

が
こ
れ
ら
を
通
し
て
、
本
学
の
建
学
の
意
義
や
教
育
理
念
に
関
す
る
歴
史
的

背
景
は
充
分
認
識
し
て
い
る
と
思
わ
れ
る
。 

 
一
方
、
今
年
で
一
二
一
年
を
迎
え
る
本
学
の
歴
史
は
、
そ
の
時
代
時
代
に

関
わ
った
多
く
の
人
々
の
努
力
に
よ
って
築
き
上
げ
ら
れ
て
き
た
。
こ
れ
ま
で

は
、
い
く
つ
か
の
時
代
の
転
換
点
に
お
け
る
決
断
、
大
日
本
農
会
へ
の
移
管
に

よ
る
経
営
、
渋
谷
常
磐
松
時
代
、
戦
後
の
常
磐
松
か
ら
世
田
谷
へ
の
移
転
、

そ
し
て
オ
ホ
ー
ツ
ク
キ
ャ
ン
パ
ス
、
厚
木
キ
ャ
ン
パ
ス
の
開
設
と
、
進
化
を
繰
り

返
し
大
き
く
発
展
し
て
き
た
。
そ
こ
に
は
多
く
の
人
々
の
苦
労
と
、
そ
こ
に

至
る
様
々
な
秘
話
が
あ
った
は
ず
で
あ
る
。
一
学
科
、
一
研
究
室
を
取
り
上

げ
て
も
、
そ
こ
に
も
様
々
な

教
育
と
研
究
の
歴
史
的
蓄
積

や
学
生
活
動
の
埋
も
れ
た
伝

説
が
時
代
を
越
え
脈
々
と
語

ら
れ
て
き
て
い
る
。
そ
れ
ら
を

一
つ
ひ
と
つ
掘
り
起
こ
し
再
評

価
す
る
こ
と
が
、
こ
れ
か
ら
の

本
学
の
学
科
、
学
部
の
あ
り

方
、
学
生
教
育
を
考
え
る
貴

重
な
資
料
と
な
る
と
期
待
さ

れ
る
。
本
学
の
歴
史
を
辿
る
こ

と
が
新
た
な
歴
史
を
育
む
原

点
で
も
あ
る
。 

大
日
本
農
会
附
属
私
立
東
京
高
等
農
学
校
の
初
代
校
長
田
中
芳
男 

 
 

 

世
田
谷
学
術
情
報
セ
ン
タ
ー
長
（図
書
館
長
）  

友
田
清
彦 

 

 
 

『
東
京
農
業
大
学
百
年
史
』
を
ひ
も
と
く
と
、
「
第
三
章 

専
門
学
校
令

に
よ
る
東
京
高
等
農
学
校
」
に
、
「
明
治
三
十
五
年
三
月
に
は
、
大
日
本
農

会
幹
事
長
田
中
芳
男
を
招
聘
し
て
、
本
校
の
校
長
と
し
た
」
と
の
記
述
が
あ

る
。
そ
こ
で
、
田
中
芳
男
の
曾
孫
義
信
氏
が
著
し
た
『
田
中
芳
男
十
話
・
田

中
芳
男
経
歴
談
』
（
二
〇
〇
〇
年
、
田
中
芳
男
を
知
る
会
）
を
見
る
と
、
「
年

譜
」に
は
、
「
明
治
三
十
五
年
三
月
一
日
、
東
京
高
等
農
学
校
校
長
（初
代
）

を
委
嘱
さ
れ
る
（三
十
九
年
末
ま
で
）」と
記
さ
れ
て
い
る
。
す
な
わ
ち
、
わ
が

東
京
農
業
大
学
の
前
身
、
大
日
本
農
会
附
属
私
立
東
京
高
等
農
学
校
の
初

代
校
長
は
田
中
芳
男
で
あ
った
。
田
中
辞
任
後
、
二
代
目
の
校
長
と
な
った
の

が
横
井
時
敬
で
あ
る
。 

 

さ
て
、
田
中
芳
男
と
言
っ
て
も
ご
存
じ
な
い
方
が
多
い
で
あ
ろ
う
。
田
中
芳

男
生
誕
の
地
、
長
野
県
飯
田
市
に
あ
る
飯
田
市
美
術
博
物
館
の
常
設
展
示

解
説
シ
ー
ト
の
一
つ
に
、
「
田
中
芳
男 

一
八
三
八
～
一
九
一
六
―
日
本
の

博
物
館
の
父
―
」
が
あ
り
、
そ
の
生
涯
と
業
績
を
簡
潔
に
ま
と
め
て
い
る
。
代

表
的
業
績
を
端
的
に
伝
え
て
い
る
の
が
、
シ
ー
ト
の
最
後
の
頁
に
あ
る
「
田
中

芳
男 

事
始
め
」
で
あ
る
。
こ
こ
で
は
、
田
中
が
日
本
で
最
初
に
手
が
け
た
主

な
業
績
と
し
て
、
ハ
ク
サ
イ
な
ど
輸
入
植
物
の
栽
培
試
作
・亜
麻
の
栽
培
と
リ

ン
ネ
ル
の
制
作
（
一
八
六
五
年
）
、
西
洋
式
昆
虫
標
本
の
制
作
・
西
洋
リ
ン
ゴ

の
接
ぎ
木
（
一
八
六
六
年
）
、
サ
ボ
テ
ン
の
科
学
的
研
究
・
魚
類
の
剥
製
（
一

八
六
八
年
）
、
博
覧
会
の
開
催
（
一

八
七
一
年
）
、
博
物
館
〔東
京
国
立

博
物
館
と
国
立
科
学
博
物
館
の
前

身
〕
の
創
設
・
書
籍
館
〔
国
立
国
会

図
書
館
の
前
身
〕
の
創
設
（
一
八
七

二
年
）
、
駒
場
農
学
校
〔東
京
大
学

農
学
部
の
前
身
〕の
発
案
（一
八
七
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＊有用植物圖説 

六
年
）
、
コ
ー
ヒ
ー
の
木
の
栽
培
（
一
八
七
八
年
）
、
上
野
動
物

園
の
開
設
（
一
八
八
二
年
）
、
ソ
メ
イ
ヨ
シ
ノ
の
発
見
（
一
八
八

五
年
）
、
田
中
ビ
ワ
の
発
見
（
一
八
八
八
年
）
、
農
業
館
〔
伊
勢

市
の
神
宮
農
業
館
の
前
身
〕
の
創
設
（
一
八
九
一
年
）
、
蒸
気

管
使
用
の
植
物
用
大
型
温
室
の
導
入
（
一
九
〇
三
年
）
等
々

を
挙
げ
て
い
る
。
そ
の
業
績
が
い
か
に
多
岐
に
亘
り
、
歴
史
上

意
義
深
い
も
の
で
あ
る
か
が
わ
か
る
で
あ
ろ
う
。
ま
た
、
田
中

に
は
、
東
京
農
業
大
学
図
書
館
も
所
蔵
す
る
『
有
用
植
物
図

説
』
全
七
巻
（
の
ち
目
録
一
巻
を
追
加
）
『
水
産
名
彙
』
『
林
産

名
彙
』
『
教
草
』
な
ど
の
他
、
多
く
の
著
書
・
編
書
・
訳
書
・
監
修

書
が
あ
り
、
い
ず
れ
も
博
物
学
の
分
野
で
は
重
要
な
学
術
的

著
述
と
し
て
高
く
評
価
さ
れ
て
い
る
。
な
お
、
東
京
大
学
総

合
図
書
館
に
は
田
中
の
孫
に
あ
た
る
田
中
美
津
男
が
寄
贈
し

た
「
田
中
芳
男
文
庫
」
が
あ
り
、
蔵
書
約
六
〇
〇
〇
冊
を
所

蔵
し
て
い
る
。 

田
中
芳
男
は
、
幕
末
に
お
け
る
徳
川
幕
府
の
蕃
書
調
所

〔
東
京
大
学
の
源
流
の
一
つ
〕
物
産
方
手
伝
出
役
を
公
職
の
ス

タ
ー
ト
と
し
て
、
明
治
維
新
以
降
は
、
農
商
務
省
農
務
局
の

初
代
局
長
、
同
省
博
物
局
長
、
元
老
院
議
官
、
大
日
本
農
会

・
大
日
本
水
産
会
・大
日
本
山
林
会
の
幹
事
長
・会
長
、
勅
撰

の
貴
族
院
議
員
等
々
、
殖
産
に
か
か
わ
る
重
職
を
歴
任
し
、

農
林
水
産
業
の
振
興
に
重
要
な
役
割
を
果
た
し
た
。
そ
の
功

績
に
よ
り
、
勲
一
等
瑞
宝
章
が
贈
ら
れ
、
晩
年
に
は
男
爵
に

叙
せ
ら
れ
て
い
る
。 

田
中
芳
男
の
経
歴
と
し
て
、
関
係
者
の
間
で
広
く
知
ら
れ

て
い
る
の
は
、
幕
末
に
お
け
る
パ
リ
万
国
博
覧
会
（
一
八
六
七

年
開
催
、
幕
府
、
薩
摩
藩
、
佐
賀
藩
が
出
展
）や
、
明
治
政
府

が
初
め
て
参
加
し
た
ウ
ィ
ー
ン
万
国
博
覧
会
へ
の
派
遣
で
あ
る

が
、
本
学
と
関
係
の
深
い
大
日
本
農
会
に
関
し
て
は
、
一
八

八
一
年
（
明
治
十
四
年
）
五
月
に
幹
事
に
当
選
、
一
八
八
五

年
（
明
治
十
八
年
）
二
月
に
常
置
議
員
、
同
年
四
月
幹
事
長

に
選
任
さ
れ
、
そ
の
後
五
期
を
つ
と
め
て
い
る
。
東
京
高
等
農

学
校
長
に
在
任
中
の
一
九
〇
二
年
（
明
治
三
十
五
年
）
十
一

月
、
副
会
頭
に
就
任
、
さ
ら
に
一
九
〇
六
年
（
明
治
三
十
九

年
）
に
は
名
誉
会
員
に
推
薦
さ
れ
て
い
る
。
一
八
九
四
年
（
明

治
二
十
七
年
）
、
大
日
本
農
会
は
有
功
章
規
程
を
制
定
し
た

が
、
こ
の
と
き
最
初
に
紫
白
綬
有
功
章
を
授
与
さ
れ
た
の
が

田
中
芳
男
で
あ
っ
た
（
以
上
『
大
日
本
農
会
百
年
史
』
に
よ

る
）
。
な
お
、
田
中
芳
男
が
農
商
務
省
の
初
代
農
務
局
長
で

あ
っ
た
こ
と
は
前
述
し
た
が
、
大
学
史
料
室
が
所
蔵
す
る
一

八
八
三
年
（
明
治
十
六
年
）
六
月
二
十
三
日
付
け
の
横
井
時

敬
の
学
位
記
（農
学
士
）に
は
、
駒
場
農
学
校
長
で
あ
る
関
沢

明
清
と
並
ん
で
、
「農
務
局
長
従
五
位
勲
五
等 

田
中
芳
男
」

の
名
前
が
記
さ
れ
て
い
る
。 

 

主
な
参
考
文
献
（単
行
本
の
み
、
他
に
多
く
の
論
文
等
が
あ
る
） 

飯
田
市
美
術
博
物
館
（
一
九
九
九
）
『
日
本
の
博
物
館
の
父 

田
中
芳
男
』飯
田
市
美
術
博
物
館
。 

小
泉
三
男
松
（一
九
一
四
）
『田
中
芳
男
氏
功
績
書
』私
家
版
。 

田
中
秀
夫
（
二
〇
〇
八
）
『
田
中
芳
男
は
何
を
し
た
人
か
』
田

中
芳
男
を
知
る
会
。 

田
中
義
信
監
修
（
二
〇
〇
八
）
『
郷
土
の
偉
人 

田
中
芳
男
』

田
中
芳
男
の
胸
像
制
作
等
を
願
う
市
民
会
議
。 

み
や
じ
ま
し
げ
る
（
一
九
八
三
）
『
田
中
芳
男
傅 

な
ん
じ
ゃ

あ
も
ん
じ
ゃ
あ
』
田
中
芳
男
・
義
廉
顕
彰
会
、
二
〇
〇

〇
年
に
大
空
社
よ
り
覆
刻
。 

村
沢
武
夫
（一
九
七
八
）『近
代
日
本
を
築
い
た
田
中
芳
男
と

義
廉
』田
中
芳
男
義
廉
顕
彰
会
。 
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＊
鈴
木
梅
太
郎
先
生
著
作
書
籍 

東
京
農
業
大
学
と
鈴
木
梅
太
郎 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 
 

 
 
 

 

東
京
農
業
大
学
名
誉
教
授

田
所 

忠
弘 

昨
年
十
一
月
二
十
五
日
、
鈴
木
梅
太
郎
博
士
ビ
タ
ミ
ン

B1
発
見
一
〇
〇
周
年
祝
賀
事
業
祝
典
・
記
念
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム

が
社
団
法
人
日
本
農
芸
化
学
会
主
催
、
東
京
大
学
・
東
京

農
業
大
学
・
理
化
学
研
究
所
他
関
連
学
会
共
催
に
よ
り
東

京
大
学
安
田
講
堂
で
開
催
さ
れ
、
本
学
理
事
長
・
学
長
大
澤

貫
寿
先
生
も
そ
の
ご
挨
拶
の
中
で
東
京
農
業
大
学
と
鈴
木
梅

太
郎
の
関
係
に
つ
い
て
触
れ
ら
れ
て
お
り
ま
し
た
。
し
か
し
、

鈴
木
梅
太
郎
が
ど
れ
ほ
ど
東
京
農
業
大
学
に
期
待
を
寄
せ
、

親
密
な
関
係
に
あ
った
の
か
に
つ
い
て
は
、
一
般
に
は
ほ
と
ん
ど

知
ら
れ
て
お
り
ま
せ
ん
。
そ
こ
で
、
こ
の
『
大
学
史
料
室
通
信
』

の
紙
面
を
お
借
り
し
て
、
鈴
木
梅
太
郎
が
農
学
お
け
る
化
学

普
及
の
必
要
性
に
ど
れ
ほ
ど
力
を
注
い
で
い
た
か
、
ま
た
、
東

京
農
業
大
学
に
そ
の
実
践
面
を
い
か
に
期
待
し
て
い
た
の
か
に

つ
い
て
、
農
大
に
あ
る
資
料
等
を
参
考
に
し
な
が
ら
紹
介
し

た
い
と
思
い
ま
す
。
な
お
、
『
大
学
史
料
室
通
信
』
創
刊
準
備

号
に
掲
載
し
た
拙
稿
「
東
京
農
業
大
学
図
書
館
大
学
史
料

室
に
鈴
木
梅
太
郎
を
探
る
」も
ご
参
照
い
た
だ
け
れ
ば
幸
い
で

す
。 

 鈴
木
梅
太
郎
の
先
輩
に
あ
た
る
横
井
時
敬
と
の
関
係 

横
井
時
敬
を
知
ら

ず
し
て
東
京
農
業
大

学
を
語
る
こ
と
は
で
き

ま
せ
ん
。
一
八
八
〇
年

（
明
治
十
三
年
）
六
月

に
駒
場
農
学
校
農
学

科
（
の
ち
東
京
農
林
学
校
か
ら
帝
国
大
学
農
科
大
学
へ
と
改

称
さ
れ
る
）を
卒
業
し
た
横
井
時
敬
は
、
一
八
九
四
年(

明
治

二
十
七
年)

に
帝
国
大
学
農
科
大
学
の
教
授
と
な
り
ま
す

が
、
同
時
に
大
日
本
農
会
の
評
議
員
で
も
あ
り
ま
し
た
。
こ

の
時
、
農
科
大
学
入
学
生
総
代
を
務
め
た
の
が
、
鈴
木
梅
太

郎
で
し
た
。
静
岡
出
身
の
梅
太
郎
は
二
十
歳
の
と
き
、
遠
江

学
生
奨
学
会
よ
り
、
同
学
一
年
級
優
等
と
し
て
賞
品
を
授

与
さ
れ
て
い
た
こ
と
か
ら
、
優
秀
な
後
輩
と
し
て
横
井
時
敬
の

眼
に
止
ま
って
い
た
に
ち
が
い
な
い
と
思
わ
れ
ま
す
。 

東
京
農
業
大
学
の
前
身
で
あ
る
大
日
本
農
会
附
属
東
京

農
学
校
（
生
徒
数
七
十
五
～
一
〇
〇
名
、
授
業
料
一
円
五

十
銭
）
に
お
け
る
、
一
八
九
七
年
（
明
治
三
十
年
）一
月
当
時

の
学
科
担
当
教
員
を
見
る
と
、
そ
の
大
部
分
は
帝
国
大
学
農

科
大
学
の
教
師
で
あ
り
、
当
時
教
頭
で
あ
っ
た
横
井
時
敬
は

倫
理
学
を
、
講
師
で
あ
った
鈴
木
梅
太
郎
は
肥
料
学
他
三
科

目
を
担
当
し
て
い
ま
す
。
教
員
と
い
う
立
場
を
通
じ
て
横
井

時
敬
と
梅
太
郎
は
さ
ら
に
お
互
い
を
知
る
こ
と
と
な
り
ま

す
。 一

八
九
九
年
（明
治
三
十
二
年
）、
沢
野
淳
、
古
在
由
直
、

新
渡
戸
稲
造
、
恒
藤
規
隆
、
佐
藤
昌
介
、
玉
利
喜
造
、
本
田

幸
介
と
共
に
、
横
井
時
敬
は
我
が
国
初
の
農
学
博
士
と
な

り
、
一
年
間
の
ド
イ
ツ
留
学
の
命
令
を
文
部
省
よ
り
受
け
、

農
学
の
勉
学
研
究
に
励
ん
で
お
り
ま
す
。
そ
の
後
、
先
輩
に

遅
れ
る
こ
と
二
年
で
す
が
、
一
九
〇
一
年
（
明
治
三
十
四

年
）
、
二
十
七
歳
と
な
っ
た
鈴
木
梅
太
郎
も
農
学
博
士
と
な

り
、
横
井
時
敬
と
同
じ
く
ド
イ
ツ
留
学
を
果
た
す
こ
と
と
な

り
、
農
学
を
基
礎
に
農
芸
化
学
の
専
門
家
と
し
て
大
成
す
る

こ
と
に
な
り
ま
す
。 

一
九
〇
七
年
（
明
治
四
十
年
）
、
東
京
帝
国
大
学
農
芸
化

学
科
の
教
授
と
な
っ
た
鈴
木
梅
太
郎
は
、
有
機
燐
化
合
物
を

分
解
す
る
一
種
の
酵
素
に
就
い
て
、
鈴
木
梅
太
郎
他
連
名
に

て
『
大
日
本
農
会
報
』
第
三
一
五
号
の
「
論
説
」
に
報
告
し
ま

し
た
。
同
年
の
大
日
本
農
会
の
総
会
に
お
い
て
、
梅
太
郎
は
横

井
時
敬
、
新
渡
戸
稲
造
と
と
も
に
総
裁
殿
下
よ
り
農
芸
委

員
を
委
嘱
指
名
さ
れ
、
大
日
本
農
会
の
主
た
る
委
員
の
仲
間

入
り
を
果
た
し
て
い
ま
す
。 

 東
京
農
業
大
学
へ
の
支
援 

横
井
時
敬
は
一
九
一
一
年
（明
治
四
十
四
年
）
十
一
月
か

ら
一
九
二
五
年
（大
正
十
四
年
）
五
月
ま
で
東
京
農
業
大
学

商
議
員
と
し
て
活
躍
し
ま
し
た
。
他
方
、
鈴
木
梅
太
郎
も
一

九
一
三
年
（
大
正
二

年
）
九
月
か
ら
一
九
二

五
年
（
大
正
十
四
年
）

五
月
ま
で
同
じ
く
商
議

員
と
し
て
名
前
を
連
ね

て
い
る
こ
と
か
ら
、
東
京

農
業
大
学
を
舞
台
に

日
本
農
業
の
今
後
を
考

え
つ
つ
、
お
互
い
農
学
の

理
念
に
対
す
る
理
解
と

実
践
を
よ
り
深
め
あ
っ

て
い
た
と
推
察
で
き
ま

す
。
一
九
一
七
年
（
大

正
六
年
）
に
お
け
る
常

盤
松
校
舎
化
学
実
験

用
タ
ン
ク
の
建
設
、
一

九
二
三
年
（
大
正
十
二



4 

 

年
）
に
お
け
る
教
室
の
拡
張
・
新
築
、
一
九
二
五
年
（
大
正
十

四
年
）
に
お
け
る
大
学
昇
格
の
た
め
の
巨
額
の
寄
付
な
ど
、
梅

太
郎
は
東
京
農
業
大
学
の
た
め
に
た
い
へ
ん
貢
献
し
て
い
ま

す
。 

 鈴
木
梅
太
郎
ゆ
か
り
の
実
験
室
建
屋
と
オ
リ
ザ
ニ
ン 

一
九
三
六
年
（
昭
和
十
一
年
）
、
駒
場
の
オ
リ
ザ
ニ
ン
発
見

に
ゆ
か
り
の
木
造
平
屋
実
験
室
で
あ
っ
た
旧
鈴
木
梅
太
郎
研

究
室
の
建
物
は
、
梅
太
郎
の
好
意
で
渋
谷
常
磐
松
の
東
京
農

業
大
学
に
寄
付
、
移
築
さ
れ
ま
し
た
。
お
陰
で
東
京
農
業
大

学
に
も
よ
う
や
く
関
根
秀
三
郎
と
住
江
金
之
が
入
る
研
究

室
体
制
が
出
来
上
っ
た
頃
、
社
会
で
は
三
共
会
社
か
ら
オ
リ

ザ
ニ
ン
液
が
発
売
さ
れ
る
に
至
っ
て
い
ま
し
た
。
し
か
し
、
当
時

の
医
学
界
で
は
脚
気
の
原
因
は
別
に
あ
り
、
よ
って
米
糠
か
ら

の
抽
出
物
で
脚
気
が
治
る
は
ず
は
な
い
と
さ
れ
て
い
ま
し
た
。

数
々
の
実
験
か
ら
脚
気
の
原
因
は
オ
リ
ザ
ニ
ン
の
欠
乏
に
あ

り
、
オ
リ
ザ
ニ
ン
の
投
与
で
治
る
と
確
信
し
て
い
た
鈴
木
梅
太

郎
は
、
あ
る
時
、
農
大
へ
向
か
う
途
中
に
、
友
達
に
肩
を
担
が

れ
な
が
ら
よ
う
や
く
歩
い
て
試
験
に
向
か
お
う
と
し
て
い
た

学
生
に
出
会
い
ま
し
た
。
梅
太
郎
は
学
生
に
「
ど
う
し
た
の

か
」
と
尋
ね
、
試
験
が
終
了
し
た
ら
自
分
の
研
究
室
に
来
る

よ
う
に
と
言
い
ま
し
た
。
そ
の
学
生
は
約
束
通
り
訪
ね
て
き

た
の
で
、
オ
リ
ザ
ニ
ン
を
二
瓶
あ
げ
飲
む
よ
う
に
と
言
っ
て
帰

し
ま
し
た
。
そ
し
て
そ
の
数
日
後
、
再
び
そ
の
学
生
が
お
礼
に

訪
れ
て
来
た
の
で
す
が
、
ま
った
く
な
に
ご
と
も
な
か
った
よ
う

に
歩
い
て
い
た
そ
う
で
す
。
す
な
わ
ち
、
梅
太
郎
は
自
ら
の
正

し
さ
を
生
活
上
で
も
証
明
し
て
い
る
の
で
す
。
こ
の
「
米
糠
の

成
分
」
の
研
究
は
、
農
芸
化
学
を
代
表
す
る
一
つ
の
研
究
手
法

で
も
あ
り
、
そ
の
学
問
研
究
の
流
れ
は
、
今
日
、
本
学
応
用

生
物
科
学
部
生
物
応
用
化
学
科
に
受
け
継
が
れ
て
来
て
お

り
、
中
で
も
生
物
化
学
と
栄
養
食
品
化
学
研
究
室
を
作
ら

れ
た
元
学
長
鈴
木
隆
雄
先
生
を
経
て
、
現
在
は
栄
養
生
化

学
研
究
室
と
し
て
山
本
祐
司
教
授
に
受
け
継
が
れ
る
に
至
っ

て
い
る
の
で
す
。 

 第
三
十
五
回
榎
本
・
横
井
研
究
会
を
開
催 

 

二
〇
一
二
年
三
月
五
日
、
東
京
農
業
大
学
本
部
四
階
会

議
室
に
お
い
て
、
第
三
十
五
回
榎
本
・
横
井
研
究
会
が
開
催

さ
れ
ま
し
た
。
こ
の
研
究
会
は
、
二
〇
〇
二
年
十
月
、
当
時
、

東
京
農
業
大
学
学
長
で
あ
った
進
士
五
十
八
先
生
の
提
唱
に

よ
っ
て
、
東
京
農
業
大
学
の
生
み
の
親
で
あ
る
榎
本
武
揚
、
育

て
の
親
で
あ
る
横
井
時
敬
と
い
う
二
人
の
学
祖
に
つ
い
て
、
研

究
を
深
め
、
そ
の
業
績
を
世
に
弘
め
よ
う
と
の
趣
旨
か
ら
設

立
さ
れ
た
も
の
で
す
。
現
在
は
本
学
総
合
研
究
所
の
研
究
部

会
の
一
つ
と
い
う
位
置
づ
け
で
、
図
書
館
の
大
学
史
料
室
を
事

務
局
と
し
て
、
約
三
十
名
の
会
員
を
擁
し
、
年
三
～
四
回
ほ

ど
研
究
会
を
開
い
て
い
ま
す
。
昨
年
度
は
新
図
書
館
棟
建
設

の
た
め
研
究
会
の
開
催
も
一
時
中
断
し
て
い
ま
し
た
が
、
一

年
近
く
の
間
を
お
い
て
、
こ
の
三
月
に
漸
く
研
究
会
を
再
開

す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。 

 

今
回
の
研
究
会
で
は
、
今
後
に
お
け
る
研
究
会
の
あ
り
方

や
運
営
に
つ
い
て
意
見
交
換
を
し
た
ほ
か
、
伊
庭
想
太
郎
お

よ
び
横
井
時
敬
に
関
す
る
会
員
か
ら
の
情
報
提
供
が
あ
り
、

さ
ら
に
大
学
史
料
室
が
所
蔵
し
、
読
み
下
し
作
業
を
済
ま
せ

た
榎
本
武
揚
と
横
井
時
敬
の
七
本
の
軸
が
披
露
さ
れ
ま
し

た
。
こ
れ
ら
の
史
料
に
つ
い
て
は
、
今
後
機
会
が
あ
れ
ば
、
こ
の

『
大
学
史
料
室
通
信
』
に
お
い
て
紹
介
さ
せ
て
い
た
だ
き
た
い

と
思
い
ま
す
。
（友
田
記
） 

編
集
後
記 

 

『
大
学
史
料
室
通
信
』
創
刊
号
を
お
届
け
し
ま
す
。
本
号

で
は
、
大
日
本
農
会
附
属
私
立
東
京
高
等
農
学
校
の
初
代

校
長
で
あ
っ
た
田
中
芳
男
に
つ
い
て
紹
介
す
る
と
と
も
に
、
前

号
（
創
刊
準
備
号
）
に
引
き
続
い
て
、
田
所
忠
弘
先
生
に
鈴

木
梅
太
郎
に
つ
い
て
ご
寄
稿
を
お
願
い
し
ま
し
た
。
紙
面
の
制

約
か
ら
、
前
稿
で
は
梅
太
郎
の
業
績
等
に
つ
い
て
充
分
に
述

べ
て
い
た
だ
く
こ
と
が
で
き
な
か
った
か
ら
で
す
。 

 

さ
て
、
大
学
史
料
室
で
は
、
榎
本
武
揚
、
横
井
時
敬
を
は

じ
め
本
学
関
係
史
料
の
蒐
集
に
努
め
る
ば
か
り
で
な
く
、
多

く
の
皆
さ
ま
か
ら
貴
重
な
史
料
の
ご
寄
贈
を
も
い
た
だ
い
て

お
り
ま
す
。
年
二
回
の
発
行
を
予
定
し
て
い
る
こ
の
『
大
学
史

料
室
通
信
』を
通
じ
て
、
蒐
集
・
寄
贈
い
た
だ
い
た
史
料
を
順

次
、
紹
介
し
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

 
 

 

＊
本
文
中
で
＊
印
の
付
い
て
い
る
資
料
は
当
史
料
室
の
所
蔵
資
料
で
す
。 

当
史
料
室
で
は
東
京
農
業
大
学
史
に
関
す
る
資
料
を
ひ
ろ

く
収
集
し
て
お
り
ま
す
。
東
京
農
業
大
学
史
関
係
資
料
や
、

各
種
情
報
な
ど
が
ご
ざ
い
ま
し
た
ら
、
ど
の
よ
う
な
こ
と
で
も 

結
構
で
す
の
で
、
左
記
ま
で
ご
一
報
く
だ
さ
れ
ば
幸
い
で
す
。 

  
 

 

東
京
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業
大
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